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上位政策

計画課長
鬼沢　浩志

大臣官房官庁営繕部

一般会計

担当部局庁

環境等に配慮した便利で安全な官庁施設の整備・保
全を推進する

関係する計
画、通知等

官公庁施設の建設等に関する法律 －

総事業費(執行ベース) － － －

137

執行額

予算額(補正後） 127 99

136 125

事業番号 19

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成２０年度官庁施設の適正な保全等の推進に必要な経費

執行率 － 99% 98%

平成２０年度　２３件
平成２１年度　１２件
平成２２年度　　９件（予定）

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

大臣官房官庁営繕部においては、適正な水準を有する官庁施設の整備及び適正な保全、整備プロセスにおける透明
性や効率性の確保に向けて、各種技術基準やマニュアル類を作成している。本事業では地球環境の保全や安全・安
心の確保等新たな行政ニーズを的確に施策に反映するために、各種技術基準やマニュアル類の制定や改訂を行う必
要があることから、そのために必要な与条件整理、データの収集・分析等を随時行っている。

行政等のサービス提供の場として、国民の生活や経済社会活動を支えている官庁施設について、環境等に配慮した便
利で安全なものとなるよう、効率的に整備・保全を推進する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

－

補
　
記
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入札契約に当たっては、平成１９年度より、①契約方式の見直しによる競争性の向上、②応募要件の見直しによる民
間参入の拡大、③第三者機関の監視体制の強化を行うなど、透明性、競争性の確保を図ってきたところである。今後と
も的確な執行に努めて参りたい。

入札及び契約内容の妥当性については、第三者機関である総合評価委員会及び入札監視委員会等により審議頂い
ている。
また、すべての業務等について契約額、支出先及び契約方式等を、随時、業務実施課室より報告を受けることにより的
確に把握している。

総事業費(執行ベ ス)

【予算科目】
　107　官庁施設保全等推進費
　　　95　官庁施設の適正な保全等の推進に必要な経費　　　   （２１年度予算額）　　　　　　　　　　　（２１年度決算見込額）
　　　　　　95016-2129-06　　諸謝金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２百万円　　　　　　　　　　　　　　　　　１百万円
　　　　　　95016-2122-08　　職員旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６百万円　　　　　　　　　　　　　　　　　６百万円
　　　　　　95016-2122-08　　委員等旅費　　　　　　　　　　　　　　０．６百万円　　　　　　　　　　　　　　　０．１百万円
　　　　　　95016-2123-09　　官庁施設保全等推進調査費　　　　１１８百万円　　　　　　　　　　　　　　　１１８百万円



○　調査検討業務等の

企画立案、仕様等の決定、

調達関係事務

【一般競争入札（総合評価落札方式）、簡易公募型プロポーザル方式】

○　資料収集、分析、検討等

【一般競争入札（総合評価落札方式）、簡易公募型プロポーザル方式等】

○　資料収集、分析、検討、システム運用等

資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

諸謝金
1百万円

職員旅費
６百万円

委員等旅費
０．１百万円

Ｂ．公益法人（３法人）
４８百万円

Ａ．民間企業（７社）
７０百万円

国土交通省
１２５百万円



0計 30 計

その他 データセンター費用等 2

人件費 業務担当者人件費 5

システム関係費 ハードウェア保守・運用等 23

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 21 計

B.（財）建築保全センター F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

調査費 調査・検討、取りまとめ 21

使　途

A.（株）蒼設備設計 E.

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に

金　額
(百万円）

使途 契約ベ 金額を 載

0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

※Ｂの使途については、契約ベースの金額を記載



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）

1 （株）蒼設備設計 21

2 （株）土屋建築研究所 12

3 日和エンジニアリング（株） 9

4 （株）ｻﾄｳﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 8

5 （株）石本建築事務所 7

6 ランドブレイン（株） 7

7 パシフィックコンサルタンツ（株） 6

8

9

10

№ 支出先
金額

（百万円）

1 （財）建築保全センター 30

2 （社）公共建築協会 9

A.民間企業（７社）　７０百万円

B.公益法人（３法人）　４８百万円

3 （財）経済調査会 9

4

5

6

7

8

9

10
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